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出典：YouTubeチャンネル［シテ方観世流小早川家］より動画［わかりやすい能解説】謡ってみよう！敦盛─Let's sing Noh Atsumori!─］
上記動画の概要欄からダウンロードできる［詞章ふりがな付き音読用プリント］
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